
新シリーズの「カストロン」（左）／「カイシツ」（中央）／「ステンシー」（右）

本社内のショールーム

すべての従業員が技術者

海外
発注可
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業務
内容

「
化
学
的
変
化
を
測
る
」

独
自
の
分
野
で
勝
負

　

引
張
試
験
装
置
、
樹
脂
硬
化
収
縮
率
応
力
測
定

装
置
、
Ｕ
Ｖ
硬
化
セ
ン
サ
ー
な
ど
、
セ
ン
サ
ー
や

分
析
機
器
を
開
発
・
製
造
し
て
い
る
。
中な

か
む
ね宗
憲
一

社
長
が
「
化
学
的
変
化
を
測
る
と
い
う
、
ど
こ
も
手

が
け
な
い
が
確
実
に
需
要
が
あ
る
分
野
で
勝
負
し

て
い
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
ニ
ッ
チ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

開
拓
で
成
長
し
て
き
た
企
業
で
あ
る
。

　

装
置
類
の
組
立
は
、
一
部
を
除
き
外
部
の
協
力
企
業

に
委
託
す
る
と
い
う
フ
ァ
ブ
レ
ス
経
営
だ
。
従
来
は

商
社
を
通
じ
て
取
引
を
し
て
い
た
が
、
認
知
度
の

高
ま
り
か
ら
現
在
で
は
、
国
内
外
問
わ
ず
国
際
的
な

競
争
力
を
持
つ
多
数
の
大
手
メ
ー
カ
ー
と
直
接
取
引

に
至
っ
て
い
る
。

強 み

独
自
性
高
い
開
発
力
で

国
際
競
争
力
あ
る
顧
客
並
ぶ

　

同
社
の
強
み
は
製
品
開
発
力
に
あ
る
。
樹
脂
硬
化

収
縮
率
応
力
測
定
装
置
「
カ
ス
ト
ロ
ン
」
は
、
経
済

産
業
省
の
「
新
市
場
創
造
型
標
準
化
制
度
」
に
採
択

さ
れ
、
平
成
30
年
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
が
決
定
。
Ｕ
Ｖ
硬
化

セ
ン
サ
ー
「
キ
ュ
レ
ア
」
は
、同
22
年
に
海
外
で
特
許
を

取
得
し
た
。
表
面
改
質
セ
ン
サ
ー
「
カ
イ
シ
ツ
」
も
同

27
年
か
ら
３
年
間
、「
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支

援
事
業
（
サ
ポ
イ
ン
）」
に
採
択
さ
れ
、京
都
大
学
と

の
産
学
連
携
に
よ
り
生
ま
れ
た
世
界
で
唯
一の
装
置
だ

と
い
う
。
従
業
員
は
全
員
技
術
者
で
営
業
の
み
の
担

当
者
は
い
な
い
が
、
独
自
性
と
技
術
水
準
が
極
め
て

高
い
製
品
を
開
発
し
て
い
る
た
め
、
得
意
先
リ
ス
ト
に

は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
株
）
を
は
じ
め
と
し
、
日
本
を
代

表
す
る
大
企
業
の
名
が
並
ん
で
い
る
。

人材
育成

長
期
的
な
視
野
で

若
手
技
術
者
を
育
て
る

　

技
術
者
の
ほ
と
ん
ど
は
30
代
の
若
手
だ
。
中
宗

社
長
は
「
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
若
い
人
を
毎
年

採
用
し
、
じ
っ
く
り
育
て
る
」
と
話
す
。
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お
り
、
高
分
子
合
成
が

専
門
の
角つ

の
お
か岡
正
弘
氏
（
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
）

に
、
月
２
回
ほ
ど
従
業
員
向
け
の
講
義
を
依
頼
。
ま

た
、
海
外
展
開
を
見
据
え
た
英
語
力
強
化
の
た
め
、

関
西
外
国
語
大
学
か
ら
も
講
師
を
招
き
週
２
回
、
全

員
参
加
の
英
会
話
学
習
会
を
開
い
て
い
る
。

　

外
国
人
技
術
者
も
増
や
し
た
い
考
え
で
、
平
成
30

年
９
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
の
大
学
院
生
を
採
用
。

そ
の
他
に
も
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ケ
ニ
ア

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
大
学
院
生
を
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
な
ど
で
受
け
入
れ
て
い
る
。

今後の
展望

海
外
市
場
の
開
拓
と

産
学
連
携
開
発
に
注
力

　

現
在
、
海
外
向
け
製
品
の
売
上
比
率
は
10
％
ほ
ど

だ
が
、
今
後
３
年
間
で
約
50
％
ま
で
高
め
る
こ
と
を

目
標
に
市
場
を
開
拓
す
る
。
当
面
は
化
学
的
変
化
を

測
る
と
い
う
需
要
が
国
内
以
上
に
旺
盛
な
ア
ジ
ア
市

場
へ
の
展
開
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
欧
州
へ
の
本

格
進
出
も
視
野
に
入
れ
る
。

　

新
製
品
の
開
発
に
も
注
力
す
る
方
針
だ
。
現
在
は

「
カ
イ
シ
ツ
」
同
様
、
サ
ポ
イ
ン
事
業
で
京
都
大
学
と

連
携
し
、
量
子
効
果
を
利
用
し
た
蛍
光
ス
ペ
ク
ト
ル

に
よ
る
ナ
ノ
粒
子
分
散
凝
集
定
量
測
定
装
置
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。「
完
成
す
れ
ば
こ
れ
も
世
界
初
の
最

先
端
装
置
に
な
る
」
と
中
宗
社
長
は
期
待
を
か
け
る
。

株式会社 アクロエッジ
セ
ン
サ
ー
・
分
析
機
器
で

ニ
ッ
チ
な
市
場
を
開
拓

https://www.acroedge.co.jp/ 

◦住　所	 〒573-0164
	 枚方市
　　　　　長尾谷町1-70-1
◦ＴＥＬ	 072-836-0031
◦ＦＡＸ	 072-836-0033
◦創　業	 昭和61年12月
◦設　立	 昭和61年12月
◦資本金	 2,000万円
◦従業員	 15名

主な事業内容
引張試験装置や樹脂硬化収
縮率応力測定装置など分析
機器の開発・製造

主な取引先（納入先）
自動車、フィルム、接着剤、
化学、電子デバイスの各メー
カー、大学など研究機関

京都の電子部品メーカーに在籍していた数名の技術者が独立
して創業した企業です。小規模だからこそ実現する研究開発
スピードの速さを武器に、オンリーワンの製品を作り続けてきま
した。平成２８年には「エッジの効いた製品を生み出す」という
意味を込めて、社名を「アクロエッジ」に変えています。

代表取締役	中
な か む ね

宗 憲一さん
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置
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造
、販
売
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